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1．緒言 

宿泊学習は平素と異なる生活環境で行うこ

とにより，人間関係や集団生活の在り方や公

衆道徳などについての望ましい体験を積むこ

とができる活動である．また，筆者がボラン

ティアとして参加している京都市立の小学校

では，長期宿泊学習が全校で行われている． 

 しかし，学習指導要領では目的などが示さ

れているが，具体的実施内容に関しては各学

校単位の実態に合わせて行うように示されて

いる．つまり，実施内容により宿泊学習の成

果が異なると考えた。 

そこで本研究では，子どもと教員の双方か

ら宿泊学習についての意識調査を行った．そ

の結果から，実施された宿泊学習は教育的に

成果があるのかを明らかにすることを目的と

した． 

２．研究方法 
 本研究の調査対象者は，京都市立小学校 R
小学校の４年生 25 名，５年生 27 名，合計

52 名，同校の教員 5 名である．子どもには，

選択式，教員には，記述式のアンケート調査

を行った． 
３．結果と考察 
 児童の調査結果は，多くの児童が各質問で

目標を達成できたと答えていた．また，質問

によって学年差があることも明らかになった．

４年に比べ，５年のほうが目標を達成できな

かったと答えた児童が多かった．その反面，

４年は，大変よくできたと答えた児童が多か

った． 
 教員の調査結果は，以下の結果が得られた．

目標は自主自立・自然体験に設定していた．

宿泊学習の成果は，自立への一歩を踏み出す

ことができ，自己の役割を果たすことができ

るようになることが明らかになった．問題点

は，安全面の確保と自主運営の線引きの難し

さが上げられた．改善点としては，児童が主

体的に動くことができるプログラムの設定が

上げられた． 
 児童と教員の調査結果から、児童の考えと

教員の考えは、概ね一致する点が多かった．

しかし，上級生がリードするなど発達段階に

応じた行動ができるようになる為にも，実施

プログラムを再検討し，児童が主体となって

活動できるように線引きをして，教員がサポ

ートすることが必要であると考えられる． 
４．まとめ 
 宿泊学習で大切なことは、実施するプログ

ラムでなく，児童の実態を細かく把握し，そ

の実態に適した目的を立てることである．さ

らに，その目的に応じてプログラムを企画し，

そのプログラムに児童が主体的に取り組むこ

とができる運営方法で実施することが大切で

ある．その中で気をつけなければならないの

は，安全面への配慮である．どんなに素晴ら

しい目的をたて，プログラムを完璧に実施し

ても，児童が危険な情況にさらされないよう

に配慮する必要があることがわかった．教員

が企画したプログラムを，児童が主体的に仲

間と協力して取り組むことで，教員が望んだ

成果と児童が感じる成果が一致することがわ

かった． 
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